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平成28年7月27日（水）～9月26日（月）

詳馬県利根郡川場村谷地（ふじやまの森）

主催　日本切り絵百景館

電話一0278－52－2022

FAX O278－52－2181

開館時間午前10時～午後4時

休館日：毎週火曜日
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八ヶ岳富農ヒュッテ
沼田義軍公○

なんだ簸、こんな撮
人力車で後光めぐり
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二瓶会展示作削（同好会の軸・作家協会会員で綱富まれた研究団体です）

裏目コツツウオルズの街並為

義重義豪の蓉

織田のき

勧賞の聯

繁雑蒔くあじをゐ）

唐葉棉

竹構（録書にて）

大沼の氷雪葉

書豊の丘

色事温泉大川沿いの緒

小輸　蟻川遭

いせきを銅選言遭D

中山道烏鷺延髄食後

着港の要子費

松本正一　　　離農機

構雪江　　　　群馬禦

中濃紅葉　　　群馬禦

戸田幸手　　　櫨玉東

坂之上千憲子　　群寓意

粛罵　富士雄　増玉東

佐山乗手　　　離農東

船木遺子　　　北海運

須貝憲子　　　増玉東

鮒江　　　　増玉東

小農嘉妻子　　離農果

中山光子　　　離農禦

畿要録行　　　　離農乗

加繭三部　　　　嶋玉東

葵昌コツツウオルズの街並み∴松粛正一　群篤農∴高嶋高

市
町
市
　
布
富

谷
山
田
　
富
山

濃
細
沼
　
竃
職



第 2 5 回全国切 り絵 コンクール 大貫作品

貸　　 名 、　 作　 品　 名 作　 者 居　 住　 地

東京都大田区
l 慈覚大師賞 （最高賞）

2 錦重賞

あー、さっちゃんがいる！

そのままじっとネ （カラー）

山下美治子

立木健司 神奈川県横浜市

北海道函館市

富山県小矢部市
3　伊能忠敬賞 大三坂の語らい 三宅亮子

日展明美4 全国切り絵同好会会長賞

5 全国切り絵作家協会会長賞

6 日本切り絵百恵館館長貧

7 耗査貝特別金賞

8 審査員特別銀賞

9 審査員特別銅賞

奨励賞

雪の永平寺

祭りで親子のほほえみ

紺かなる峡谷 （猿橋より）

新春はしご乗り（カラー）

黄門さまと遊ぶ （カラー）

阿寒湖つタンの小家

YO SAK O I・双膿の舞

太田晴美 富山県南砺市

飯塚邦彦 神奈川輔 浜市

生井親友 埼玉県さいたま市

星野三郎 茨城県ひたちなか市

谷　 正幸 神奈川県横浜市

加藤粂畿 埼玉県秩父市

群馬県伊勢碕市

富山県小矢部市 i

帥 鯛 闇市 i

奨励賞 築地より西本願寺を望む 柿沼秀夫

金谷真佳美

奈良問和美
奨励賞 祖父の背中

奨励賞 坂の町八尾散策

新たなる創作への挑戦！

今回の第25回全国切り絵コンクールの

13点の入賞作品はそれぞれに物語りがあり

ます。

作者が題材としてとらえた作品は、表現

力によって見る人に抒情の力を与えてくれ

ます。

子供をほほえましく描いた作品は共感を

呼び、風景の中に融合している人々の散策

の姿は見る人々に暖かさを感じさせてくれ

ます。私どもの切り絵の創作は風景を描く

ことから出発している方が多く繊細に繊細

に表現する傾向がありましたが、今回、同

好会長賞を得た田屋さんの「雪の永平寺」

は大胆に構図を描き、誇張と省略の妙を発

揮していると思います。

作者の訴えようとするテーマに沿って構

図の中にイメージを盛りにんでゆく手法も

要望されている今日、今回の第25回切り絵

コンクールは、新しい萌芽が出てきたという

意味で、画期的な成果があったのだといえま

しょう。

それぞれの作家は初心の時から今に至る

るまで修練をつかみかさねてきましたので、

表現方法を改訂することは、容易ではありま

せん。思考錯誤の苦しみがあることでしょう。

それぞれの方の直面する課題を克服するため

に求められることは気力あるのみです。

その気力は体調に左右されます。どうぞお

体を大切に、一皮一皮、絵画の創作の道を深

められることを祈ります。

10年の時を経て、多くの方の研鎖が実を結

ぶことを期待するものであります。

日本切り絵百景館々長　後藤　伸行


